
平成 27 年国勢調査（第 20 回国勢調査）岡谷市分の結果の概要 
※資料出典：国勢調査（総務省統計局） 

 

１．岡谷市の人口と世帯数 

 平成 27 年国勢調査による平成 27 年 10 月 1 日現在の岡谷市の人口総数は 50,128 人で、男性が 24,330 人、女性が 25,798 人となりました。これは、前回

の調査結果に比べ、人口総数は 2,713 人（増減率△5.1％）、男性が 1,295 人（同△5.1%）、女性が 1,418 人（同△5.2%）の減少となります。 

 全国では、今回の国勢調査で初めて人口が減少しましたが、岡谷市では昭和 55 年の人口総数 62,210 人をピークに減少し続けています。 

 総世帯数は 19,100 世帯で前回の調査結果に比べ、401 世帯（増減率△2.1%）減少しています。 

 

 図 1 国勢調査における岡谷市の世帯数及び人口の推移 
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２．岡谷市の年齢別人口 

 平成 27 年国勢調査による平成 27 年 10 月 1 日現在の岡谷市の人口を年齢別にみると、年少人口（15 歳未満）は 6,327 人（構成比 12.7%）、生産年齢人口

（15 歳～64 歳）は 27,331 人（同 54.8%）、老年人口（65 歳以上）は 16,181 人（同 32.5%）となっています。 

 

表 1 

 

 

 

 

 

 

 

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

総数(人) 50,128 24,330 25,798 52,841 25,625 27,216 54,699 26,697 28,002 56,401 27,644 28,757 58,056 28,210 29,846 59,849 28,985 30,864

15歳未満(人) 6,327 3,221 3,106 7,260 3,729 3,531 7,581 3,912 3,669 7,991 4,084 3,907 8,851 4,531 4,320 10,619 5,447 5,172

15～64歳(人) 27,331 13,940 13,391 30,538 15,425 15,113 33,696 17,080 16,616 36,718 18,629 18,089 39,037 19,492 19,545 40,750 20,206 20,544

65歳以上(人) 16,181 6,993 9,188 14,975 6,429 8,546 13,422 5,705 7,717 11,686 4,925 6,761 10,168 4,187 5,981 8,471 3,323 5,148

15未満(%) 12.7 13.3 12.1 13.8 14.6 13.0 13.9 14.7 13.1 14.2 14.8 13.6 15.2 16.1 14.5 17.7 18.8 16.8

15-64（%） 54.8 57.7 52.1 57.9 60.3 55.6 61.6 64.0 59.3 65.1 67.4 62.9 67.2 69.1 65.5 68.1 69.7 66.6

65以上（%） 32.5 29.0 35.8 28.4 25.1 31.4 24.5 21.4 27.6 20.7 17.8 23.5 17.5 14.8 20.0 14.2 11.5 16.7

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

総数(人) 61,747 29,904 31,843 62,210 29,936 32,274 61,776 29,632 32,144 60,350 28,722 31,628 56,986 26,943 30,043

15歳未満(人) 13,414 6,934 6,480 15,227 7,840 7,387 15,472 7,967 7,505 13,773 7,038 6,735 12,691 6,445 6,246

15～64歳(人) 41,217 20,184 21,033 40,647 19,570 21,077 40,716 19,396 21,320 41,816 19,667 22,149 40,403 18,824 21,579

65歳以上(人) 7,116 2,786 4,330 6,336 2,526 3,810 5,588 2,269 3,319 4,761 2,017 2,744 3,892 1,674 2,218

15未満（%） 21.7 23.2 20.3 24.5 26.2 22.9 25.0 26.9 23.3 22.8 24.5 21.3 22.3 23.9 20.8

15-64（%） 66.8 67.5 66.1 65.3 65.4 65.3 65.9 65.5 66.3 69.3 68.5 70.0 70.9 69.9 71.8 　　

65以上（%） 11.5 9.3 13.6 10.2 8.4 11.8 9.0 7.7 10.3 7.9 7.0 8.7 6.8 6.2 7.4
※年齢別人口には年齢不詳は含まないため、足しあげても必ずしも総数と一致しない。

※割合は年齢不詳を除いて算出している。
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図 2 岡谷市の年齢（3区分）別人口割合の推移 
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※割合は年齢不詳を除いて算出している。



３．岡谷市への人口転入 

 平成 27 年国勢調査による平成 27 年 10 月 1 日現在の岡谷市の人口

（50,128 人）から異動状況及び 5 年前の常住地が不詳の者（818 人）

を除いた人口（49,320 人）に占める 5 年前の常住地別の割合をみると、

5 年前も「現住所」に住んでいた者は 83.4％（41,111 人）、5 年前は「岡

谷市内の別の場所」に住んでいた者は 8.9％（4,400 人）となっていま

す。 

 一方で 5 年前に「県内他市町村」に住んでいた者は 5.1％（2,532 人）、

「他県」に住んでいた者は 2.2％（1,082 人）、「国外」に住んでいた者

は 0.4％（185 人）となっており、岡谷市への転入は 7.7％（3,799 人）

となっています。 

  

 

 5 年前に「県内他市町村」に住んでいた者を市町村別にみると、諏訪

市が 507 人（男性 222 人、女性 285 人）と最も多く、次いで下諏訪町

が 404 人（男性 175 人、女性 229 人）、茅野市が 256 人（男性 122 人、

女性 134 人）となっており、この３市町で全体の 46.1％を占めていま

す。 
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図 3 岡谷市における 5年前の常住地別人口の割合（平成 27年） 



 図 4 岡谷市への長野県内市町村別転入人口（平成 27年） 
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5 年前に「他県」に住んでいた者を地域ブロック別にみると、関東（茨城県、栃木

県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）が全体の 52.6％（569 人）と最

も高く、次いで東海（岐阜県、静岡県、愛知県、三重県）が 16.2％（175 人）、東北

（青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県）が 9.0％（97 人）となって

います。 

 

 

 岡谷市への転入者を年齢５歳階級別にみると、25～29 歳が 572 人（男性 268 人、

女性 304 人）と最も多く、次いで 30～34 歳が 543 人（男性 257 人、女性 286 人）、

35～49 歳が 433 人（男性 197 人、女性 236 人）となっており、この３階級で全体

の 41.0%を占めています。 
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図 5 岡谷市への長野県外ブロック別転入人口（平成 27年） 

※ブロック別 

 北海道：北海道 

東北：青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県 

関東：茨城県、栃木県、群馬県、千葉県、東京都、神奈川県 

甲信越（長野県は除く）：新潟県、山梨県 

東海：岐阜県、静岡県、愛知県、三重県 

北陸：富山県、石川県、福井県 

関西：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県 

中国：鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県 

四国：徳島県、香川県、愛媛県、高知県 

九州・沖縄：福岡県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県 



図 6 岡谷市への年齢５歳階級別転入人口（平成 27年）      ※5歳未満については、出生後にふだん住んでいた場所による。 
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４．岡谷市からの人口転出 

 平成 27 年国勢調査による 5 年前に岡谷市に住んでいた者（50,459

人）の平成 27 年 10 月 1 日現在の現住地域別の割合をみると、「現住

所」に住んでいる者は 8.15％（41,111 人）、「岡谷市内の別の場所」に

住んでいる者は 8.9％（4,400 人）となっています。 

 一方で「県内他市町村」に住んでいる者は 6.5％（3,291）、「他県」

に住んでいる者は 3.3％（1,657 人）となっており、岡谷市からの転

出は 9.8％（4,948 人）となっています。 

※5 年前に岡谷市に住んでいた者は、平成 27 年国勢調査の調査票

「５年前（平成 22 年 10 月 1 日）にはどこに住んでいましたか」の

項目が岡谷市内に区分される回答をしていた者を集計している。 

  

 

 5 年前に岡谷市に住んでいたが現在「県内他市町村」に住んでいる

者を市町村別にみると、諏訪市が 587 人（男性 252 人、女性 35 人）

と最も多く、次いで下諏訪町が 542 人（男性 244 人、女性 298 人）、

茅野市が 347 人（男性 153 人、女性 194 人）となっており、この３

市町で全体の 44.8％を占めています。 
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図 7 5年前に岡谷市に住んでいた者の現住地別人口の割合（平成 27年） 



 図 8 岡谷市からの長野県内市町村別転出人口（平成 27年）     
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5 年前に岡谷市に住んでいたが現在「他県」に住んでいる者を

地域ブロック別にみると、関東（茨城県、栃木県、群馬県、埼玉

県、千葉県、東京都、神奈川県）が全体の 80.1％（867 人）と最

も高く、次いで東海（岐阜県、静岡県、愛知県、三重県）が 25.7％

（278 人）、甲信越（新潟県、山梨県）が 16.7％（181 人）とな

っています。 

 

 

 岡谷市からの転出者を年齢５歳階級別にみると、20～24 歳が

703 人（男性 352 人、女性 351 人）と最も多く、次いで 30～34

歳が 600 人（男性 282 人、女性 318 人）、35～39 歳が 577 人（男

性 299人、女性 278人）となっており、この３階級で全体の 38.0%

を占めています。 
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図 9 岡谷市からの長野県外ブロック別転出人口（平成 27年） 



図 10 岡谷市からの年齢５歳階級別転出人口（平成 27年）      ※5歳未満については、出生後にふだん住んでいた場所による。 
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５．岡谷市の世帯構造 

 平成 27 年国勢調査による平成 27 年 10 月 1 日現在の岡谷市の世帯数 19,100 世帯のうち、一般世帯は 19,065 世帯、施設等の世帯は 35 世帯となっていま

す。 

 一般世帯数を世帯の家族類型別にみると、単独世帯（世帯人員が１人の世帯）は 4,922 世帯（構成比 25.9％）、核家族世帯は 11,343 世帯（構成比 59.5％）、

その他の世帯は 2,753 世帯（構成比 14.5％）となっています。 

 表２ 

  

 図 11 岡谷市の一般世帯における家族類型別構成比の推移 

  

高齢夫婦
のみ世帯

その他の夫
婦のみ世帯

平成27年 19,065 4,922 2,227 2,695 11,343 4,225 2,848 1,377 5,245 317 1,556 2,753 1,865 888 47 35

平成22年 19,473 4,732 1,832 2,900 11,485 4,171 2,598 1,573 5,526 280 1,508 3,253 2,279 974 3 28

平成17年 19,640 4,555 1,511 3,044 11,501 4,128 2,300 1,828 5,716 248 1,409 3,584 2,585 999 0 21

平成12年 19,536 4,330 1,212 3,118 11,386 3,934 1,902 2,032 5,999 212 1,241 3,820 2,919 901 0 29

※高齢単身世帯：65歳以上の者一人のみの一般世帯。

※高齢夫婦のみ世帯：世帯主が65歳以上の夫婦のみの一般世帯。

※3世代世帯：世帯主との続き柄の直系世代のうち、三つ以上の世代が同居していることが判定可能な一般世帯。
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 単独世帯を高齢単身世帯（65 歳以上の者一人のみの一般世帯）とその他の

単身世帯で区別してみると、高齢単身世帯は 2,227 世帯で単独世帯に占める割

合は 45.2％となり、平成 12 年（28.0％）に比べ 17.2 ポイントの増加となって

います。 

一方で、その他の単身世帯は 2,695 世帯で単独世帯に占める割合は 54.8％

となり、平成 12 年（72.0％）に比べ 17.2 ポイントの減少となっています。 

 

 

 

 

 

 

 核家族世帯をさらに細かく世帯の家族類型別にみると、夫婦のみの世帯は

4,225 世帯で核家族世帯に占める割合は 37.2％となり、平成 12 年（34.6％）

に比べ 2.6 ポイントの増加となっています。 

 また、夫婦と子供から成る世帯は 5,245 世帯で核家族世帯に占める割合は

46.2％となり、平成 12 年（52.7％）に比べ 6.5 ポイントの減少となっていま

す。 

 男親と子供から成る世帯及び女親と子供から成る世帯を併せたひとり親世

帯は 1,873 世帯で核家族に占める割合は 16.5％となり、平成 12 年（12.8％）

に比べ 3.7 ポイントの増加となっています。 
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図 12 岡谷市の単独世帯に占める高齢単身世帯

とその他の単身世帯の割合の推移 

図 13 岡谷市の核家族世帯に占める家族類型別割合の推移 



 夫婦のみの世帯を高齢夫婦のみの世帯（世帯主が 65 歳以上の夫婦のみの一

般世帯）とその他の夫婦のみの世帯で区別してみると、高齢夫婦のみの世帯は

2,848世帯で夫婦のみの世帯に占める割合は 67.4％となり、平成 12年（48.3％）

に比べ 19.1 ポイントの増加となっています。 

 一方で、その他の夫婦のみの世帯は 1,377 世帯で夫婦のみの世帯に占める割

合は 32.6％となり、平成 12 年（51.7％）に比べ 19.1 ポイントの減少となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 その他の世帯を 3 世代世帯（世帯主との続き柄の直系世代のうち、三つ以上

の世代が同居していることが判定可能な一般世帯）と 3 世代世帯以外その他の

世帯に区別してみると、3 世代世帯は 1,865 世帯でその他の世帯に占める割合

は 67.7％となり、平成 12 年（76.4％）と比べ 8.7 ポイントの減少となってい

ます。 

 一方で、3 世代世帯以外のその他の世帯は 888 世帯で 32.3%となり、平成 12

年（23.6％）と比べ 8.7 ポイントの増加となっています。 
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図 14 岡谷市の夫婦のみの世帯に占める高齢夫婦のみの世帯

とその他の夫婦のみの世帯の割合の推移 
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図 15 岡谷市のその他の世帯に占める 3 世代世帯と

3世代世帯以外のその他世帯の割合の推移 



６．岡谷市の労働力状態 

 平成 27 年国勢調査による平成 27 年 10 月 1 日現在の岡谷市の 15 歳以上人口（43,512 人）の労働力状態をみると、労働力人口は 25,035 人となり、前回

の調査結果（26,992 人）と比べ 1,957 人（増減率△7.3％）減少しています。 

男女別にみると、男性は 14,255 人、女性は 10,780 人となり、前回の調査結果（男性 15,762 人、女性 11,230 人）と比べ男性は 1,507 人（増減率△9.6％）

減少しており、女性は 450 人（増減率△4.0％）減少しています。 

 表３ 

  

15～24歳 25～44歳 45～64歳 65歳以上 15～24歳 25～44歳 45～64歳 65歳以上 15～24歳 25～44歳 45～64歳 65歳以上

57.5% 39.9% 86.1% 82.8% 23.1% 68.1% 40.8% 95.7% 91.5% 32.9% 47.7% 39.0% 76.0% 73.9% 15.6%
43,512 3,961 11,140 12,230 16,181 20,933 2,051 5,735 6,154 6,993 22,579 1,910 5,405 6,076 9,188
25,035 1,580 9,597 10,122 3,736 14,255 836 5,487 5,630 2,302 10,780 744 4,110 4,492 1,434
23,992 1,469 9,178 9,731 3,614 13,541 771 5,209 5,363 2,198 10,451 698 3,969 4,368 1,416

主に仕事 20,376 1,332 8,064 8,331 2,649 13,090 718 5,158 5,270 1,944 7,286 614 2,906 3,061 705
3,217 31 967 1,333 886 266 5 19 56 186 2,951 26 948 1,277 700

105 93 10 1 1 49 43 5 0 1 56 50 5 1 0
休業者 294 13 137 66 78 136 5 27 37 67 158 8 110 29 11

1,043 111 419 391 122 714 65 278 267 104 329 46 141 124 18
18,070 2,302 1,367 2,010 12,391 6,446 1,167 143 474 4,662 11,624 1,135 1,224 1,536 7,729
6,731 80 1,179 1,485 3,987 846 8 38 148 652 5,885 72 1,141 1,337 3,335
2,197 2,158 32 4 3 1,139 1,128 9 2 0 1,058 1,030 23 2 3
9,142 64 156 521 8,401 4,461 31 96 324 4,010 4,681 33 60 197 4,391

407 79 176 98 54 232 48 105 50 29 175 31 71 48 25

15～24歳 25～44歳 45～64歳 65歳以上 15～24歳 25～44歳 45～64歳 65歳以上 15～24歳 25～44歳 45～64歳 65歳以上

59.3% 46.1% 85.4% 80.2% 21.2% 72.1% 48.4% 97.9% 91.8% 32.0% 47.5% 43.8% 71.8% 69.1% 13.1%
45,513 3,980 13,098 13,460 14,975 21,854 2,001 6,822 6,602 6,429 23,659 1,979 6,276 6,858 8,546
26,992 1,835 11,184 10,797 3,176 15,762 969 6,679 6,059 2,055 11,230 866 4,505 4,738 1,121
25,173 1,603 10,470 10,123 2,977 14,440 826 6,184 5,551 1,879 10,733 777 4,286 4,572 1,098

主に仕事 21,561 1,471 9,345 8,602 2,143 13,993 773 6,142 5,443 1,635 7,568 698 3,203 3,159 508
3,234 33 980 1,450 771 270 5 16 63 186 2,964 28 964 1,387 585

103 89 12 1 1 48 45 2 0 1 55 44 10 1 0
休業者 275 10 133 70 62 129 3 24 45 57 146 7 109 25 5

1,819 232 714 674 199 1,322 143 495 508 176 497 89 219 166 23
18,371 2,111 1,847 2,629 11,784 6,021 1,016 111 528 4,366 12,350 1,095 1,736 2,101 7,418
8,371 106 1,726 2,086 4,453 976 6 27 180 763 7,395 100 1,699 1,906 3,690
2,003 1,981 18 2 2 1,001 990 10 1 0 1,002 991 8 1 2
7,997 24 103 541 7,329 4,044 20 74 347 3,603 3,953 4 29 194 3,726

150 34 67 34 15 71 16 32 15 8 79 18 35 19 7

労働力率（％）

労働力率（％）

総数
（15歳以上）

男
（15歳以上）

女
（15歳以上）

非労働力人口
家事
通学
その他

労働力状態「不詳」

労働力人口
就業者

家事のほか仕事
通学のかたわら仕事

完全失業者

平成27年

家事のほか仕事
通学のかたわら仕事

完全失業者

労働力状態「不詳」

総数（労働力状態）
労働力人口
就業者

家事
通学
その他

非労働力人口

平成22年

総数（労働力状態）

総数
（15歳以上）

男
（15歳以上）

女
（15歳以上）



 労働力率を前回の調査結果と男女別に比

較すると、男性は 4 ポイントの減少となって

いる一方で、女性は 0.2 ポイントの増加とな

っています。 

 さらに年齢層別に比較すると、15～24 歳

の学生層は男性が 7.7 ポイントの減少、女性

が 4.8 ポイントの減少となっています。 

 25～44 歳の働き盛り前半層は男性が 2.2

ポイントの減少、女性が 4.3 ポイントの増加

となっています。 

 45 歳～65 歳の働き盛り後半層は男性が

0.3 ポイントの減少、女性が 4.8 ポイントの

増加となっています。 

 65 歳以上の高齢者層は男性が 1.0 ポイント

の増加、女性が 2.5 ポイントの増加となって

います。 

 したがって、女性及び高齢者層の労働力率

の増加と学生層の労働力率の減少が読み取れ

ます。 
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図 16 平成 27年と平成 22年の岡谷市の年齢層別男性労働力率比 

図 17 平成 27年と平成 22年の岡谷市の年齢層別女性労働力率比 
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 労働力人口を労働力状態区分別にみると、主に仕事

は 45～64 歳男性が 25.9％（5,270 人）と最も多く、次

いで 25～44 歳男性が 25.3％（5,158 人）、45 歳～64 歳

女性が 15.0％（3,061 人）となっています。 

 家事のほかに仕事は 45～64 歳女性が 39.7％（1,277

人）と最も多く、次いで 25～44 歳女性が 29.5％（948

人）、65 歳以上女性が 21.8％（700 人）となっていま

す。 

 通学のかたわら仕事は 15～24 歳女性が 47.6％（50

人）と最も多く、次いで 15～24 歳男性が 41.0％（43

人）、25 歳～44 歳男性・25 歳～44 歳女性が各 4.8％（5

人）となっています。 

 休業者は 25～44 歳女性が 37.4％（110 人）と最も多

く、次いで 65 歳以上男性が 22.8％（67 人）、45 歳～

64 歳男性が 12.6％（37 人）となっています。 

 完全失業者は 25～44 歳男性が 26.7％（278 人）と

最も多く、次いで 45～64 歳男性が 25.6％（267 人）、

25～44 歳女性が 13.5％（141 人）となっています。 
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図 18 岡谷市の男女別・年齢層別労働力状態別労働力人口の割合（平成 27年） 



 非労働力人口を労働力状態区分別にみると、家事は

65 歳以上女性が 49.5％（3,335 人）と最も多く、次い

で 45～64 歳女性が 19.9％（1,337 人）、25～44 歳女性

が 17.0％（1,141 人）となっています。 

 通学は 15～24 歳男性が 51.3％（1,128 人）と最も多

く、次いで 15～24 歳女性が 46.9％（1,030 人）、25～

44 歳女性が 1.0％（23 人）となっている。 

 その他は 65 歳以上女性が 48.0％（4,391 人）と最も

多く、次いで 65 歳以上男性が 43.9％（4,010 人）、45

～64 歳男性が 3.5％（324 人）となっている。 
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図 19 岡谷市の男女別・年齢層別労働力状態別非労働力人口の割合（成 27年） 



７．岡谷市の産業大分類別就業者の状況 

 平成 27 年国勢調査による平成 27 年 10 月 1 日現在の岡谷市の就業者（23,992 人）の勤め先を産業大分類別にみると、製造業が就業者数 8,280 人（男性

5,518 人、女性 2,762 人）と最も多く、次いで卸売業，小売業が 3,492 人（男性 1,867 人、女性 1,625 人）、医療，福祉が 3,066 人（男性 661 人、女性 2,405

人）となっています。 

 図 20 岡谷市の産業大分類別男女別就業者数 
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 さらに産業大分類別の就業者を男女別年齢層別にみると、農業，林業は 65 歳以上男性が 41.6％（153 人）と最も多く、次いで 65 歳以上女性が 19.0％（70

人）、45～64 歳男性が 16.6％（61 人）となっています。 

 漁業は 45～64 歳男性が 40.0％（2 人）と最も多く、次いで 25～44 歳男性・65 歳以上男性・45～64 歳以上女性が各 20.0％（1 人）となっています。 

 鉱業，採石業，砂利採取業は 25～44 歳男性・45～64 歳男性が各 42.9％（3 人）と最も多く、次いで 25～44 歳女性が 14.3％（1 人）となっています。 

 建設業は 45～64 歳男性が 34.3％（565 人）と最も多く、次いで 25～44 歳男性が 28.6％（472 人）、65 歳以上男性が 16.6％（274 人）となっています。 

 製造業は 25～44 歳男性が 27.8％（2,298 人）と最も多く、次いで 45～64 歳男性が 27.0％（2,235 人）、45～64 歳女性が 14.5％（1,202 人）となっていま

す。 

 電気・ガス・熱供給・水道業は 45～64 歳男性が 45.2％（38 人）と最も多く、次いで 25～44 歳男性が 31.0％（26 人）、15～24 歳男性が 10.7％（9 人）

となっています。 

 情報通信業は 45～64 歳男性が 37.5％（101 人）と最も多く、次いで 25～44 歳男性が 37.2％（100 人）、25～44 歳女性が 13.0％（35 人）となっていま

す。 

 運輸業，郵便業は 45～64 歳男性が 42.3％（257 人）と最も多く、次いで 25～44 歳男性が 27.3％（166 人）、65 歳以上男性が 13.8％（84 人）となってい

ます。 

 卸売業，小売業は 25～44 歳男性が 21.7％（759 人）と最も多く、次いで 45～64 歳男性が 19.8％（690 人）、45～64 歳女性が 19.7％（689 人）となって

います。 

 金融業，保険業は 25～44 歳女性が 24.1％（108 人）と最も多く、次いで 45～64 歳女性が 23.8％（107 人）、45～64 歳男性が 19.8％（89 人）となってい

ます。 

 不動産業，物品賃貸業は 65 歳以上男性が 61.8％（51 人）と最も多く、次いで 45～64 歳男性が 20.9％（49 人）、25～44 歳男性が 17.1％（40 人）となっ

ています。 

 学術研究，専門・技術サービス業は 45～64 歳男性が 26.6％（134 人）と最も多く、次いで 25～44 歳女性が 18.8％（95 人）、65 歳以上男性が 16.3％（82

人）となっています。 

 宿泊業，飲食サービス業は 45～64 歳女性が 22.8％（254 人）と最も多く、次いで 25～44 歳女性が 22.1％（246 人）、65 歳以上女性が 12.5％（139 人）

となっています。 

 生活関連サービス業，娯楽業は 25～44 歳女性・45～64 歳女性が各 19.0％（174 人）と最も多く、次いで 65 歳以上女性が 16.4％（150 人）、25～44 歳男

性が 15.2％（139 人）となっています。 



 教育，学習支援業は 45～64 歳女性が 29.2％（265 人）と最も多く、次いで 25～44 歳女性が 24.6％（223 人）、45～64 歳男性が 18.8％（170 人）となっ

ています。 

 医療，福祉は 45～64 歳女性が 34.2％（1,049 人）と最も多く、次いで 25～44 歳女性が 31.7％（973 人）、25～44 歳男性が 8.3％（255 人）となっていま

す。 

 複合サービス事業は 25～44 歳男性が 27.4％（55 人）と最も多く、次いで 45～64 歳男性が 26.4％（53 人）、25～44 歳女性・45～64 歳女性が各 15.9％

（32 人）となっています。 

 サービス業（他に分類されないもの）は 45～64 歳男性が 23.6％（231 人）と最も多く、次いで 25～44 歳男性が 17.6％（172 人）、65 歳以上男性が 17.5％

（171 人）となっています。 

 公務（他に分類されるものを除く）は 25～44 歳男性が 28.1％（176 人）と最も多く、次いで 45～64 歳男性が 26.8％（168 人）、25～44 歳女性 19.5％（122

人）となっています。 

 分類不能の産業は 25～44 歳男性が 31.1％（73 人）と最も多く、次いで 25～44 歳女性が 22.1％（52 人）、45～64 歳男性が 15.7％（37 人）となっていま

す。 

 このように、産業大分類によって活躍する性別・年齢層が異なるということが読み取れます。 
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図 21 岡谷市の男女別・年齢層別産業大分類別就業者数の割合（平成 27年） 



８．岡谷市で従業・通学している者の常住地 

 平成 27 年国勢調査による平成 27 年 10 月 1 日

現在の 15 歳以上で岡谷市に従業・通学する者は

25,554 人（男性 14,608 人、女性 10,946 人）と

なっています。そのうち、岡谷市内に常住してい

る者は 16,233 人（男性 8,602 人、女性 7,631 人）

で、岡谷市外に常住している者は 9,152 人（男性

5,905 人、女性 3,247 人）となっています。 

 

さらに、岡谷市に従業・通学する者の常住地を市

町村別にみると、諏訪市が 2,132 人（男性 1,283

人、女性 849 人）と最も多く、次いで下諏訪町が

2,131 人（男性 1,051 人、女性 993 人）、茅野市

が 1,017 人（男性 731 人、女性 286 人）となっ

ており、この３市町で全体の 57.7％を占めていま

す。 
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図 22 岡谷市で従業・通学する者の岡谷市以外市町村別常住地の割合（平成 27年） 



 

総数
15歳以上
就業者

15歳以上
通学者

総数
15歳以上
就業者

15歳以上
通学者

総数
15歳以上
就業者

15歳以上
通学者

25,554 23,518 2,036 14,608 13,398 1,210 10,946 10,120 826
16,233 15,317 916 8,602 8,087 515 7,631 7,230 401
2,467 2,467 0 1,381 1,381 0 1,086 1,086 0
13,766 12,850 916 7,221 6,706 515 6,545 6,144 401
9,152 8,040 1,112 5,905 5,214 691 3,247 2,826 421

    県内 9,028 7,920 1,108 5,793 5,104 689 3,235 2,816 419
 長野市 27 26 1 22 21 1 5 5 0
 松本市 537 513 24 416 403 13 121 110 11
 上田市 19 18 1 16 15 1 3 3 0
 飯田市 8 8 0 8 8 0 0 0 0
 諏訪市 2,132 1,839 293 1,283 1,100 183 849 739 110
 須坂市 4 3 1 4 3 1 0 0 0
 小諸市 1 1 0 1 1 0 0 0 0
 伊那市 179 166 13 140 133 7 39 33 6
 駒ヶ根市 16 16 0 14 14 0 2 2 0
 中野市 2 1 1 2 1 1 0 0 0
 大町市 9 9 0 8 8 0 1 1 0
 飯山市 1 1 0 1 1 0 0 0 0
 茅野市 1,017 784 233 731 577 154 286 207 79
 塩尻市 984 873 111 672 610 62 312 263 49
 佐久市 10 8 2 9 7 2 1 1 0
 千曲市 8 8 0 5 5 0 3 3 0
 東御市 6 6 0 5 5 0 1 1 0
 安曇野市 85 77 8 71 66 5 14 11 3
 下諏訪町 2,131 1,988 143 1,138 1,051 87 993 937 56
 富士見町 158 87 71 118 72 46 40 15 25
 原村 114 78 36 84 58 26 30 20 10
 辰野町 941 858 83 573 527 46 368 331 37
 箕輪町 454 383 71 330 284 46 124 99 25
 飯島町 7 6 1 4 4 0 3 2 1
 南箕輪村 77 73 4 60 57 3 17 16 1
 他町村（県内） 101 90 11 78 73 5 23 17 6

124 120 4 112 110 2 12 10 2
注) 従業地・通学地「不詳」で，当地に常住している者を含む。

女

  他市区町村に常住

    他県

  自宅
  自宅外

  岡谷市に常住
岡谷市に従業・通学する者 注)

総数 男

表４ 常住地による岡谷市従業・通学者の市区町村，男女別 15歳以上就業者数及び 15歳以上通学者数（平成 27年） 



９．岡谷市に常住している者の従業・通学地 

 平成 27 年国勢調査による平成 27 年 10 月 1 日

現在の 15 歳以上で岡谷市に常住している従業・通

学者は 26,189 人（男性 14,680 人、女性 11,509

人）となっています。そのうち、岡谷市内に従業・

通学している者は 16,233 人（男性 8,602 人、女性

7,631 人）で、岡谷市外に従業・通学している者は

9,806 人（男性 5,986 人、女性 3,820 人）となって

います。 

 

 さらに、岡谷市外に従業・通学する者の従業・通

学地を市町村別にみると、諏訪市が 3,042 人（男

性 1,642 人、女性 1,400 人）と最も多く、次いで

下諏訪町が 1,967 人（男性 934 人、女性 1,033 人）、

茅野市が 1,060 人（男性 770 人、女性 290 人）と

なっており、この３市町で全体の 61.9％を占めて

います。 
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図 23 岡谷市に常住する者の岡谷市以外市町村別従業・通学地の割合（平成 27年） 



 

総数
15歳以上
就業者

15歳以上
通学者

総数
15歳以上
就業者

15歳以上
通学者

総数
15歳以上
就業者

15歳以上
通学者

26,189 23,992 2,197 14,680 13,541 1,139 11,509 10,451 1,058
16,233 15,317 916 8,602 8,087 515 7,631 7,230 401
2,467 2,467 0 1,381 1,381 0 1,086 1,086 0
13,766 12,850 916 7,221 6,706 515 6,545 6,144 401
9,806 8,530 1,276 5,986 5,364 622 3,820 3,166 654

  　  県内    県内 9,507 8,368 1,139 5,789 5,237 552 3,718 3,131 587
 長野市 50 39 11 46 36 10 4 3 1
 松本市 997 654 343 668 485 183 329 169 160
 上田市 22 18 4 17 15 2 5 3 2
 飯田市 15 13 2 9 9 0 6 4 2
 諏訪市 3,042 2,702 340 1,642 1,514 128 1,400 1,188 212
 須坂市 2 2 0 2 2 0 0 0 0
 小諸市 3 2 1 2 2 0 1 0 1
 伊那市 206 189 17 146 142 4 60 47 13
 駒ヶ根市 49 48 1 41 41 0 8 7 1
 中野市 2 2 0 2 2 0 0 0 0
 大町市 5 5 0 4 4 0 1 1 0
 飯山市 1 1 0 0 0 0 1 1 0
 茅野市 1,060 937 123 770 692 78 290 245 45
 塩尻市 784 718 66 542 505 37 242 213 29
 佐久市 13 6 7 5 5 0 8 1 7
 千曲市 1 1 0 1 1 0 0 0 0
 東御市 2 2 0 2 2 0 0 0 0
 安曇野市 121 121 0 105 105 0 16 16 0
 下諏訪町 1,967 1,851 116 934 885 49 1,033 966 67
 富士見町 281 231 50 217 183 34 64 48 16
 原村 50 50 0 37 37 0 13 13 0
 辰野町 453 406 47 286 268 18 167 138 29
 箕輪町 236 226 10 184 176 8 52 50 2
 飯島町 8 8 0 7 7 0 1 1 0
 南箕輪村 85 84 1 75 74 1 10 10 0
 他町村（県内） 52 52 0 45 45 0 7 7 0

280 146 134 188 120 68 92 26 66
注1) 従業地・通学地「不詳」を含む。
注2) 他市区町村に従業・通学で，従業地・通学地「不詳」を含む。

　自宅
　自宅外

  岡谷市で従業・通学

  他市区町村で従業・通学　注2)

    他県

岡谷市に常住する就業者・通学者　注1)

総数 男 女

表５ 従業地・通学地による岡谷市常住者の市区町村，男女別 15歳以上就業者数及び 15歳以上通学者数（平成 27年） 


